

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































キー 場｣の関連でのみ用いられる｡シュプー ルもスキー 場で滑った跡のみを意味するスキー
用語である。原語では「足跡｣，「痕跡｣，「車線」などの意味をもつ。ストック（シユトッ
クの変化）は原語では広く「杖，ステッキ」の意であるが，「スキー杖」のことである。こ
れらの語はスキーに関連して登場する。スポーツの用語ではさらにアイゼン，ザイル,ピッ
ケルなどが登山用語として用いられる。
15ゼミナールは大学関係ではゼミなる短縮語も形成され，なお愛用語の感があるが，一
般にも用いられる。この語はドイツ語でもラテン語からの借用であるが，原語では｢演習｣，
「研修会｣，「研究科，研究室｣，「神学校｣，「教員養成所」の意味がある。最後の意味は古
い。いわゆるゼミナールは大体このうちの最初の三つの意味で用いられる。ただし「研究
科」の意味では稀であるが，特定の研究グループを指す場合，つまり教授名や学科名を付
した～一ゼミ（ナー ル)はこの意味に近い。「演習」という訳語も正式には用いられる。「研
修会」の意味では今日英語系のセミナーの方が一般的である。ゼミナールの頻度は以前よ
り多分増加しているが,一般ではセミナーはこれを上回る頻度となっていると想像される。
「新聞の語彙｣のデータでは当時セミナーは10回を記録している。なおこのセミナーなる
英語はドイツ語からの借用である。「神学校｣や「教員養成所」の意味では現今普通は用い
ない。関連の英語系の語にセミナリー，ポルトガル語系のセミナリヨがあるが，前者は一
般的でないし，後者は歴史的用語にすぎない。同語源の多様な借用としては興味深い例で
あろう。派生語ゼミナリステンの用例があるがもちろん一般的ではない。
16チタンは今日頻度が増す可能性がある。「チタン建材」やチタンのメガネ．フレームが
現われたから。チタンは元素名であるが，他にリチウムがリチウム電池と共に一般でもよ
く用いられるであろう。この2語は「新聞の語彙」では夫々1回現われただけであった。
17ディーゼルはディーゼル車と共に必要であろう。その排ガスの発癌物質やその微粒子
の花粉症への関係などが話題になったりもする。Dieselは元来人名。
18テーマは頻度の高い語である｡｢主題｣という意味以外音楽用語としても知られている。
テーマ.ソング，－ミュージックはかなり前から知られているが，最近テーマ･キャンペー
ン，－プロモーションなる新しい販売政策用語が生まれている。
19ノイローゼもしばしば登場する語である。英語系のストレスという語とともに現代生
活の複雑さを反映する語となっている。「実は，主役のキンスキーもひどいノイローゼに
陥っていたのだった｡」（へるめす2号)，「フロイトもノイローゼの病理学から出発して
……」（プレイエー河野)。「……もともと少しノイローゼ的な傾向がありますが……」（暮し
の手帖)，「日本人のノイローゼの特徴は何か……」（朝日ジャーナル)，「不眠ノイローゼ」
（安心)。
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20ビールスは，元来ラテン語であるが日本語にはドイツ語から借用された。ヴィールス，
ウイルス，ウイ(－)ルスそれに英語系のヴァイラス，バイラスなど様々な表記が用いられ
てきた。「新聞の語彙」のデータによると1965年頃はビールスの方がウイルスより多く現
われている。しかし最近は少なくとも新聞記事からはビールスは姿を消し，ウイルスが用
いられるようになっている。放送などでも公式的にはそうである。「外来語辞典･角川」に
引用の朝日新聞社『新聞語』の説明によると「戦後，日本医学会の医学用語整理委員会は
ビールスと統一するのが望ましいという中間報告を出し,教科書もビールスとしたが,1953
年ビールス関係の学者が集って，日本ウイルス学会を結成したため，言葉が混乱しはじめ
た」らしい。この記述は1963年のものであるが「新聞の語彙」のデータは正しくこの時期
にあたっている。別の証言によると「ドイツ語のVakzinを『ワクチン』とよびならわして
おり，元来ラテン語の(v)は『ウ』の音だから『ヴィールス』もこの際『ウイルス』がい
いと強く主張する人もあって,Virusを専門に研究している人やその学会は『ウイルス』一
本に統一することになり，……のどちらを使うかについてはげしい議論がありました。そ
の結果両者併用ということになり，『ウイルス学者』には『ビールス』をみとめない人が多
く，他の医者は『ウイルス』と『ビールス』を自分のいいようにつかい，一般の人はどち
らかといえば『ビールス』をつかうという，妙なことになっています」(34)という。新聞は
この二十年間に少なくとも公式的にはウイルスに統一されてしまったようである。岡田や
「暮しの手帖」の記事「ウイルスとはなにか－肝炎ウイルスはここまでわかってきた」
なども終始ウイルスを用いている。一般の音声言語ではしかしウイルスは目下稀である。
あるテレビ放送でアナウンサーカ§ウイルス，対談する医家のひとりはビールス，もうひと
りはバイラスを用いているのは印象的であった。この英語系のバイラスはそれほど一般的
ではないと思われるが専門家の間では並行して用いられていると思われる。マス・メディ
アのウイルスへの転向は高級感のある学識語への同調であろうか。興味ある現象である。
アデノー，インフルエンザ－，ポリオー，肝炎ウイルス，ウイルス発癌，抗ウイルス剤な
どの形成が知られている。関連のリケッチアRickettsiaはっつがむし病などの病原体であ
るが一般的ではない。
21ビタミンはいうまでもなく現代の高まる健康志向とともに欠くことのできない語と
なっている。「新聞の語彙｣のデータではビタミンは単独で最も多く用いられているが，ま
たA,C,Dと共にも現われている。さらにBも一般的に知られているし，今日Eが頻繁
に話題になっている。「総合ビタミン剤」なる語がある。
22フェーンは元来南ドイツのアルプス越えの暖かい乾燥した春先に吹〈南風を指す｡｢独
和大辞典」では「フェーン」なる外来語と説明を掲げている。つまり訳語はない。これを
帥「緒方富雄・解体新書にことよせて－医学のことばの二百年一」言語生活274号（1974）所収
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我国の類似の気象現象に適用するため「フェーン（現象)」として借用した。一般的に知ら
れ用いられている。
23プロレタリアこの語は最近はそれほど頻繁とはいえないかもしれないが，一般には
よく知られた語に属する。「プロレタリア文学と農民文学」（朝日ジャーナル)。関連のプロ
レタリアートも散見する｡｢ひとたび共産党のプロレタリアート独裁を揺るがす事態になれ
ば……」（朝日ジャーナル)。
24ホルモンも元来ギリシア語に由来する医学・薬学・生物学用語であるが，今日広く一
般の語となっている。「膵臓から分泌されるインスリンというホルモンの助けをかりて
……」（安心)，「……短期間に限り副腎皮質ホルモンを使うことがあります｡」（朝日新聞)。
多数の合成語が形成されている。「黄体一，開花－，植物－，性一，成長－，男性ホルモン」
など。俗語では「ホルモン焼」というのが辞典類に収録されている。
25ボンベも日常語であろう。この原語の主なる意味は「爆弾」であり，「高圧ガス容器」
の意味では正式にはGasflascheが用いられる。しかし俗語ではBombeにもこの意味があ
るらしく，これから借用されたのであろう。ただ「広辞苑」や「国語大辞典」に収録のガ
スボンベは原語では通常「毒ガス爆弾」を意味する。
26メルヘンこの語は「新聞の語彙」にはみられないが最近非常に目立つようになった。
グリム兄弟の生誕二百年記念やミヒャエル・エンデの翻訳などのせいもあろう。さらに，
技術時代のなかで高まっている空想・幻想的なものへのあこがれも関連しているかもしれ
ない。元来この語には「民話，童話，おとぎ話」などの語があり，「グリム童話」などと用
いられてきた。エネルギー，ビールス，ホルモンなどのように翻訳できない語とはこの点
で異なっている。すなわち語彙単位の不足からではなく独特の効果から好まれるように
なったといえよう。「グリムのメルヒェンはある程度読んでいたが，……」（高橋)，「世界
のメルヘン｣，「文学座の公演『黄昏のメルヘン』は，そうした愛の形を探った心優しいメ
ルヘン，というより愛の不条理を究明したかなしみのうただ｡」（朝日新聞)。広告類に｢大
人のメルヘン，……お年寄りたちの日常と死をみつめた感動のメルヘン｣，「メルヘンおは
なし絵本，美しい夢と楽しいメルヘンがページいつぱいにあふれます｡｣，「メルヘンお弁当
はいかが？」(朝日新聞掲載)などの例がある｡｢……宇宙的に女心をメルヘンするシンガー」
（ザ・テレビ）という例もある。先にもふれたメルヘンチックは俗語の形成であるが新聞
にも現われる。朝日新聞は「いまメルヘンチック」という見出しでこのブームについて報
じている。「彼女のメルヘンちつくなおしゃべり｣，「なんともメルヘンテイックなものを感
じたのであるが，……」（ザ･テレビ）などの用例がある。この語が固定するかどうか分か
らない。多分に流行語の感がある。
27ヨーグルトYo-/Joghurtはトルコ語に由来し，英語でも類似の語形を示すが日本語
はドイツ語から借用した｡今日様々な種類の製品と共に健康食品として絶えず話題になる。




